




































〔Ⅱ〕－（ 1 ） ローレンツ曲線の一般的定蕊
今，所得Xを確率密度関数f(X)を持つ確率変数とすると



















ローレンツ曲線は， まさにこのF(x) とF1 (兀）によって示され為2つ
の関数を示す関係にほかならず, F(x)を横軸にF1 (")を縦軸にとり，
単位正方図形( 1 , 1 )内に任意のxに従い打点することにより，通常の
ローレンツ曲線が現われることになる。この曲線の性質は次のようである。






















とする。 (1 )式, (2)式, (3)式, (4)式より明らかに
a) p=0,のとき L(p)=0
b) p=1 , のとき L(p)=l





次に, ' (p)=p-L(p)で定義される' (p)を考える。' (p)は次のよ
うな性質をもつ。
すなわち，




また， （5）式より明らかにp=0 , とp=lで0となり, dF1/dF=
x/mを考えjると次の命題が導かれることになる。









































OE, とEN=NP=( 1 ′~ ､/r)PEが明らかである。何故なら, OM=P
かつNL=PM=qであるから, P=( 1 /'､/~r) (OE+PE)かつq=
( 1 ， 、/~Z) (OE-PE) となりこれより，
OE=(1/､/~Z~) (p+q) かつPE=(1/､/Z~) (p-q)-(8)
となる。同様にP' を，座標(p' , q' )を持つ任意の点とすると，次式
が成り立つ。
OF=*(p' +q' ) かつP'F=*(p" -q' ) (9）
（8）式と （9）式より
p' +q' =2-p-q (10)
となり， もしローレンツ曲線が対称であるなら, PE=P'Fとなることか
ら明らかに
p -q =p-q (11)
となる。 (10)式と (l1)式より, p' = ( 1 q)かつq' = ( 1-p)
が得られ(p' , q' )がローレンツ曲線q=L(p)上の点であるとするこ
とで，次の命題が導ける。
命題(2) ; l-P=L( l-q)の時，一義的にローレンツ曲線q
=L(p)は均等分配線に直交する対角線に対して対称である。





L' (l-q)L' (p)=1 (12)















かなように, 0M=OL+LM, QL=QN+NL, さらに, OL=LQ=l/J2
r,NQ=NP=l/､/百り (JrとりばそれぞれPQとoQの長さ）である。
これより












































¥=ar!, (J~r-r) |; (16)
ここで, a>0, u'>0 , #>0である。 a>0を仮定することにより，
g(Jr)≧Oすなわち溺常のローレンヅ曲線が完全均等線の下にあることを
示し， またα>() , 19>0であればg(Jr)が, Jr=0か兀=V2のときoで
あることを示している。さて, ( 15)式よりα＝βのとき曲線は対称で， β

















それは，中間所得層の所得シェアは, ( 1 , 1 )方向に歪んでいるローレ
ンツ曲線より (0, 0)方向に歪んでいるローレンツ曲線の方がより小さ

















































































数， （α/β）が示されている。 （α/β）は全般的に小さくなっている。 lを
越えたものはBangladishとIndiaの2カ国だけである。 これには
Kakwani[5]で大きく lを上まわった国々の原資料が今回入手できなか






























































































































survey Nat,9/ 98％1981 81%
a/ 39／























Survey Nat1976 77 92％ Househ
Hou配hSurvey1976 77 Nat
Comb． Nat1981 77％ Househ





































CEnsus 100%1981 Nat HO11蛭h
Survey Nat 99.7％1982 Househ
a/


























87％1979-80 Survey Urban Househ
19/ 15/












98％1980-81 Survey Nat Housdl
a/ 30／








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































l ) [n]でKakwani[5]によって示された， ローレンツ曲線の歪
度測定の方怯を紹介した。 2） その歪度測定方法を用いること
によって国連統計の世界86カ国の所得分布統計で， いわゆるクズ
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